
交通広告共通指標推定
モデルについて
　「公益社団法人日本鉄道広告協会」「一般社団法人日本広告業協会」及び「関東交通広告協議会」の3団体は、
交通広告アカウンタビリティ向上を目的に2013年5月『交通広告共通指標推進プロジェクト』を立ち上げ、交通広告
効果の共通指標整備を進めています。
　交通広告車両メディア共通指標推定モデルは2015～2022年度のデータを用いて策定しております。また交通広
告駅メディア（駅ポスター）共通指標推定モデルは、2013～2019年度のデータを用いて策定しております。

■交通広告共通指標策定調査とは？
　交通広告の共通指標策定を目的に、関東交通広告協議会11社局の各路線の“調査対象路線に調査当日乗車した人”に対し「車両
メディア調査」を、同11社局の特定駅の“特定スポットを調査当日通過した人”に対し「駅メディア調査」を、それぞれ行っています。イン
ターネットリサーチにて実際の掲出広告を提示した上で『広告到達率』などを尋ねています。
　調査対象は、「車両メディア」が［中づり］［まど上］［ドア横］［ステッカー］［ツインステッカー］［車内ビジョン］の６媒体、「駅メディア」が［駅
ポスター］［サインボード］［サイネージ］［フラッグ］［柱巻き］の５媒体です。広告の選定や調査実施、運営管理等は第三者機関である㈱ビ
デオリサーチに依頼しています。

■『広告到達率』とは？
　｢広告到達率｣は、調査対象広告を“掲出期間内”に「見た」または「見たような気がする」と回答した人の割合です。

広告到達率（%）
見た ＋ 見たような気がする

調査対象者
×　100＝

1. 見た
2. 見たような気がする
3. 見ていない

1. 見た
2. 見たような気がする
3. 見ていない

素材呈示

■交通広告共通指標推定モデルとは？
　共通指標作成には、統計学的手法のひとつである「数量化

Ⅰ類」を用いています。「数量化Ⅰ類」は目的変数（広告到達

率）を複数の説明変数（サイズや掲出期間といったユニット属

性や業種など）で説明するモデル式です。
広告到達率

〈目的変数〉 〈説明変数〉

推定する
ユニット属性や
業種など

【車両メディア調査】 【駅メディア調査】
【質問】
あなたは、この広告を掲出期間内にＡ線、Ｂ線、Ｃ線の
いずれか乗車中に見ましたか。

【質問】
あなたは、この広告を掲出期間内に●●駅の駅構内
マップの破線で囲まれた箇所を通行中に見ましたか。

○○線

△△方面▲

調査エリア

素材呈示
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【車両メディア調査】 【駅メディア調査】

中づり まど上 ドア横 ステッカー 車内ビジョン 駅ポスター

説明変数

サイズ サイズ 面数 種別 ロール分数 掲出サイズ

掲出期間 掲出期間 掲出期間 掲出期間 掲出期間 掲出形態

他鉄道への出稿 他鉄道への出稿 他鉄道への出稿 他鉄道への出稿 掲出期間

TVCM出稿
（直近1カ月）

TVCM出稿
（直近1カ月）

TVCM出稿
（直近1カ月）

TVCM出稿
（直近1カ月）

TVCM出稿
（直近1カ月）

TVCM出稿
（直近1カ月）

業種 業種 業種 業種 業種 業種

飲料・嗜好品 飲料・嗜好品

消費財系
「趣味レジャー・スポーツ用
品」「医薬・衛生用品」「化
粧品・トイレタリー」「食品」
「飲料･嗜好品」「ファッ
ション・アクセサリー」

化粧品・トイレタリー 飲料・嗜好品

消費財系
「趣味レジャー・スポーツ
用品」「化粧品・トイレタ
リー」「食品」「飲料・嗜
好品」

消費財系
「趣味レジャー・スポーツ
用品」「医薬・衛生用品」
「化粧品・トイレタリー」
「食品」「ファッション・
アクセサリー」　　　　

学校・教育
「学校・通信教育」

学校・教育
「学校・通信教育」

消費財系
「趣味レジャー・スポーツ
用品」「医薬・衛生用品」
「食 品 」「飲 料･嗜 好
品」「ファッション・アクセ
サリー」

化粧品・トイレタリー

官庁・教育・
通信・サービス
「官公庁・各種団体」
「学校・通信教育」「情
報・通信」「その他サー
ビス」

官庁・教育・
通信・サービス
「官公庁・各種団体」
「学校・通信教育」「情
報・通信」「その他サー
ビス」

官庁・通信・
サービス
「官公庁・各種団体」
「情報・通信」「その他
サービス」

官庁・通信・
サービス
「官公庁・各種団体」
「情報・通信」「その他
サービス」

学校・教育
「学校・通信教育」

消費財系
「趣味レジャー・スポーツ
用品」「医薬・衛生用品」
「食品」

観光・娯楽・放送
「観光・娯楽・外食」「放
送」

観光・娯楽・外食 観光・娯楽・外食
不動産・観光・娯楽
「不動産・建設」「観光・
娯楽・外食」

情報・通信

官庁・通信・
サービス
「官公庁・各種団体」
「情報・通信」「その他
サービス」

不動産・交通
「不動産・建設」「交通・
運輸」

不動産・交通・
放送
「不動産・建設」「交通・
運輸」「放送」

不動産・交通
「不動産・建設」「交通・
運輸」

その他
「家電・AV機器」「業務
用機器・事務用品」「エ
ネルギー・原材料・建
材」「金融・保険・証券」
「流通・小売業・商社」
「カメラ・時計・精密機
器」「出版」

サービス
「その他サービス」

不動産・交通・
観光・娯楽
「不動産・建設」「交通・
運輸」「観光・娯楽・外
食」

流通・通販
「流通・小売業・商社」
「通信販売」

流通・小売業・
商社 金融・保険・証券

不動産・交通・
観光・娯楽・放送
「不動産・建設」「交通・
運輸」「観光・娯楽・外
食」「放送」

その他
「家電・AV機器」「自動
車・輸送用機器・用品」
「カメラ・時計・精密機
器」「業務用機器・事務
用品」「住宅設備機器・
用品」「エネルギー・原材
料・建材」「出版」「金融・
保険・証券」「流通・小売
業・商社」

その他
「家電・AV機器」「エネ
ルギー・原材料・建材」
「出版」「金融・保険・証
券」

出版
その他
「家電・AV機器」「業務
用機器・事務用品」「住
宅設備機器・用品」「エ
ネルギー・原材料・建材」
「化粧品・トイレタリー」
「食品」「出版」「流通・
小売業・商社」

出版

その他
「家電・AV機器」「自動
車・輸送用機器・用品」
「業務用機器・事務用
品」「エネルギー・原材
料・建材」「金融・保険・
証券」

その他
「家電・AV機器」「業務用機
器・事務用品」「エネルギー・原
材料・建材」「金融・保険・証
券」「流通・小売業・商社」「官
公庁・各種団体」「通信販売」

分析広告数 184素材 201素材 103素材 207素材 144素材 １３１素材

調査広告数 278素材 307素材 154素材 276素材 218素材 １９１素材

■性年代ターゲット

■交通広告共通指標推定モデルに用いている説明変数のユニット比較

　車両メディアの共通指標推定モデルについては、右の通り、15才
刻み及び20才刻みと、50代（6ターゲット）、さらに「勤め人」の全15
ターゲットでの推定モデルの作成が可能です。

　広告素材数やシステムの使い勝手を考慮し、車両メディアは「中づり」「まど上」「ドア横」「ステッカー」「車内ビジョン」の5つのユニット
を、駅メディアは「駅ポスター」の指標を作成しています。各ユニットの説明変数として用いているユニット属性や出稿条件、広告素材の
業種区分は下記の通りです。

15～59才 20～39才 40～59才 20～34才 35～49才 50～59才 勤め人

男女 ○ ｰ ｰ ｰ ｰ ｰ ｰ

男性 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

女性 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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※決定係数について
「決定係数」とは、数量化Ⅰ類において、設定された“説明変数”によって“目的変数”がどれくらい説明できるかを示す値です。
今回の共通指標では、いずれも決定係数が0.6前後ですので、当該説明変数で60%程度が説明できることを表しています。（他の要素としてクリエイティブなどが考えられます。） 

■交通広告車両メディア共通指標推定モデル
　2015～2022年度のデータを使用して車両メディア共通指標推定モデルを策定しています。

〈個人全体 男女15～59才〉
中づり　平均値43.0％

平均値
カテゴリー カテゴリースコア ［ケース1］ 43.0%

サイズ
シングル －1.6 ＜サイズ＞ シングル −1.6
ワイド +1.9

掲出期間

2～3日 －3.9
4～5日 －3.0

7日 +3.4 ＜掲出期間＞ 7日 +3.4
8日以上 +4.3

他鉄道出稿
有 +0.5 ＜他鉄道出稿＞ 有 +0.5
無 －0.6

TVCM出稿
有 +2.5
無 －1.3 ＜TVCM出稿＞ 無 −1.3

業種※

飲料・嗜好品 +0.8
消費財系 －1.4

官庁･教育・通信・サービス +0.0
観光・娯楽・外食 －1.4
不動産･交通･放送 +4.6
流通・小売業・商社 －0.8 ＜業種＞ 流通・小売業・商社 −0.8

出版 +2.9
その他 +0.9

決定係数 0.62 ケース1の推定広告到達率 43.2%

1.分析広告数
184素材
（調査広告数 278）

2.説明変数
「サイズ」「掲出期間」「他鉄道への出
稿」「TVCM出稿(直近1ヵ月)」「業種」

※業種
・ 消費財系：「趣味レジャー・スポーツ用品」
「医薬・衛生用品」「化粧品・トイレタリー」
「食品」「ファッション・アクセサリー」
・ その他：「家電・AV機器」「自動車・輸送用機
器・用品」「業務用機器・事務用品」「エネル
ギー・原材料・建材」「金融・保険・証券」

※昨年までは「中づり（一般）」と「中づり（出
版）」それぞれで指標を更新していましたが、
今年より統合し「中づり」として指標を作成
しました。

まど上　平均値44.6％
平均値

カテゴリー カテゴリースコア ［ケース2］ 44.6%

サイズ
シングル －0.9
ワイド +1.4 ＜サイズ＞ ワイド +1.4
ワイド2面 +2.1

掲出期間

1週間 －6.2
2週間 －0.1
1ヵ月 +0.7 ＜掲出期間＞ 1ヵ月 +0.7

1ヵ月以上 +1.6

他鉄道出稿
有 +1.7 ＜他鉄道出稿＞ 有 +1.7
無 －2.3

TVCM出稿
有 +3.9
無 －1.9 ＜TVCM出稿＞ 無 −1.9

業種※

飲料・嗜好品 +0.6 ＜業種＞ 飲料・嗜好品 +0.6
学校・教育 －2.5

官庁・通信・サービス +2.2
観光・娯楽・外食 －3.0
不動産・交通 +2.0
金融・保険・証券 +3.7
その他 +0.1

決定係数 0.56 ケース2の推定広告到達率 47.1%

1.分析広告数
201素材
（調査広告数 307）

2.説明変数
「サイズ」「掲出期間」「他鉄道への出
稿」「TVCM出稿(直近1ヵ月)」「業種」

※業種
・その他：「家電・AV機器」「業務用機器・事務
用品」「住宅設備機器・用品」「エネルギー・原
材料・建材」「化粧品・トイレタリー」「食品」
「出版」「流通・小売業・商社」

ドア横　平均値45.1％
平均値

カテゴリー カテゴリースコア ［ケース4］ 45.1%

面数
1面 －0.7 ＜面数＞ 1面 −0.7
2面 －0.2

3面以上 +2.5

掲出期間
1週間 －6.9
1ヵ月 +1.0 ＜掲出期間＞ 1ヵ月 +1.0

1ヵ月以上 +4.0

他鉄道出稿
有 +3.3 ＜他鉄道出稿＞ 有 +3.3
無 －4.1

TVCM出稿
有 +2.0 ＜TVCM出稿＞ 有 +2.0
無 －0.9

業種※

消費財系 +2.2
学校・教育 －4.6 ＜業種＞ 学校･教育 −4.6

官庁・通信・サービス +0.9
不動産・観光･娯楽 －1.8

その他 +2.3

決定係数 0.59 ケース4の推定広告到達率 46.1%

1.分析広告数
103素材
（調査広告数154）

2.説明変数
「面数」「掲出期間」「他鉄道への出稿」
「TVCM出稿(直近1ヵ月)」「業種」

※業種
・消費財系：「趣味レジャー・スポーツ用品」
 「医薬・衛生用品」「化粧品・トイレタリー」
 「食品」「飲料･嗜好品」「ファッション・アク 
 セサリー」
 
・その他：「家電・AV機器」「業務用機器・事務
用品」「エネルギー・原材料・建材」「金融・保
険・証券」「流通・小売業・商社」「カメラ・
時計・精密機器」「出版」
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ステッカー　平均値41.7％
平均値

カテゴリー カテゴリースコア ［ケース4］ 41.7%

種別
ステッカー －1.4

ツインステッカー +3.6 ＜種別＞ ツインステッカー +3.6

掲出期間
1ヵ月 －0.9 ＜掲出期間＞ 1ヵ月 −0.9

1ヵ月以上 +2.3

他鉄道出稿
有 +1.2 ＜他鉄道出稿＞ 有 +1.2
無 －1.7

TVCM出稿
有 +2.1 ＜TVCM出稿＞ 有 +2.1
無 －1.2

業種※

化粧品・トイレタリー －4.1 ＜業種＞ 化粧品・トイレタリー −4.1
消費財系 －0.9
学校・教育 －3.7
情報・通信 +0.5
サービス +6.2

不動産・交通・観光・娯楽・放送 +1.3
出版 －2.6
その他 +1.6

決定係数 0.60 ケース4の推定広告到達率 43.6%

1.分析広告数
207素材
（調査広告数 276）

2.説明変数
「種別」「掲出期間」「他鉄道への出稿」
「TVCM出稿(直近１ヵ月)」「業種」

※業種
・消費財系：「趣味レジャー・スポーツ用品」「医
薬・衛生用品」「食品」「飲料･嗜好品」
「ファッション・アクセサリー」
・その他：「家電・AV機器」「業務用機器・事務用
品」「エネルギー・原材料・建材」「金融・保険・証
券」「流通・小売業・商社」「官公庁・各種団体」
「通信販売」

〈個人全体 男女15～59才〉

■交通広告駅メディア（駅ポスター）共通指標推定モデル
　2013～2019年度のデータを使用して駅ポスターの駅メディア共通指標推定モデルを策定しています。

〈個人全体 男女15～59才〉
駅ポスター　平均値69.5％

平均値
カテゴリー カテゴリースコア ［ケース7］ 69.5%

サイズ

B2×1 －3.7 ＜サイズ＞ B2×1 −3.7
B1×1 －2.2
B0×1 －1.5

B0×2-4未満 ＋0.4
B0×4-10 ＋0.7

B0×12以上 ＋1.6

掲出形態
一箇所 －0.4
複数箇所 ＋1.8 ＜掲出形態＞ 複数箇所 ＋1.8

掲出期間
1週間 －1.8
2週間 ＋3.4 ＜掲出期間＞ 2週間 ＋3.4

2週間以上 ＋4.3

TVCM出稿
有 ＋1.9 ＜TVCM出稿＞ 有 ＋1.9
無 －0.6

業種※

消費財系 ＋2.9
官庁・教育・通信・サービス ＋0.2

不動産・交通 ＋0.6
観光・娯楽・放送 －1.2
流通・通販 －1.9 ＜業種＞ 流通・通販 −1.9
その他 ＋1.9

決定係数 0.45 ケース7の推定広告到達率 71.0%

1. 分析広告数
131素材
（調査広告数 191）

2. 説明変数
「サイズ」「掲出形態」「掲出期間」
「TVCM出稿（直近1ヵ月）」「業種」

※業種
・ 消費財系「趣味レジャー・スポーツ用品」
「化粧品・トイレタリー」「食品」「飲料・嗜好
品」
・ その他：「家電・AV機器」「エネルギー・原材
料・建材」「出版」「金融・保険・証券」

車内ビジョン　平均値38.9％
平均値

カテゴリー カテゴリースコア ［ケース5］ 38.9%

ロール分数
12分未満 +2.6 ＜ロール分数＞ 12分未満 +2.6
12分以上 －2.3

掲出期間
1週間 －0.4 ＜掲出期間＞ 1週間 −0.4
1ヵ月 +0.9

TVCM出稿
有 +3.2
無 －3.3 ＜TVCM出稿＞ 無 −3.3

業種※

飲料・嗜好品 +3.9 ＜業種＞ 飲料・嗜好品 +3.9
化粧品・トイレタリー －4.5
消費財系 －4.2

官庁・通信・サービス +3.3
不動産・交通・観光・娯楽 +6.5

その他 －1.7

決定係数 0.61 ケース5の推定広告到達率 41.7%

1.分析広告数
144素材
（調査広告数 218）

2.説明変数
「ロール分数」「掲出期間」「TVCM出
稿(直近１ヵ月)」「業種」

※業種
・ 消費財系：「趣味レジャー ･スポーツ用品」「医薬・
衛生用品」「食品」
・ その他：「家電・AV機器」「自動車・輸送用機器・用
品」「カメラ・時計・精密機器」「業務用機器・事務用
品」「住宅設備機器・用品」「エネルギー・原材料・建
材」「出版」「金融・保険・証券」「流通・小売業・商社」

JEKI MEDIA DATA 



■「交通広告共通指標策定調査」から分かった『車両メディアと相性が良い広告媒体』　
　『交通広告各ユニット別の印象』

車両メディアはデジタル広告（動画広告・SNS広告）・屋外広告・リテール広告とも相性が良い

「広告を見て商品やサービスが流行っているものだと思う」広告媒体として、車内ビジョン等が高い結果に

「交通広告共通指標策定調査」から分かった『車両メディアと相性が良い広告媒体』『交通広告各ユニット別の印象』についてご報告します。

2022年度の調査では、広告素材を提示する前に「電車で広告を見たことをきっかけに、他の広告媒体の同じ広告を思い出したことがあるか」
について広告媒体ごとに質問しました。車両メディアと相性が良い広告媒体としては、テレビ広告が依然としてトップであり、デジタル広告（動
画広告・SNS広告）・ 屋外広告・リテール広告もスコアが高いことが明らかになりました。

2022年度の調査では、交通広告各ユニット別の印象も質問しました。以下3つの項目においてはいずれも車内ビジョンが高く、続いて、「新し
い商品やサービスが発売された事を知る」は中づり・ドア横、「商品やサービスが印象に残る」は車体広告・中づり、「広告を見て商品やサービス
が世の中的に流行っているものだと思う」は車体広告・駅のビジョン（横）が高い結果となりました。

■調査概要 車両メディア調査 駅メディア調査
調査方法 インターネットリサーチ
調査期間 2015～2022年度 2013～2019年度
調査協力鉄道会社 京急電鉄、東京地下鉄、京成電鉄、東武鉄道、西武鉄道、京王電鉄、小田急電鉄、東急電鉄、東日本

旅客鉄道、東京都交通局、相模鉄道（計11社局）
調査対象者 1都3県（東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県）在住で、

調査当日調査指定路線に乗車した人
1都3県（東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県）在住で、
調査当日調査対象駅の指定スポットを通過した人

調査数 1素材あたり300人を調査 1素材あたり100人を調査
調査広告素材数 1,233素材（全ユニット合計） 297素材（全ユニット合計）
調査実施機関 株式会社ビデオリサーチ

交通広告をきっかけにした他メディア広告認知

交通広告各ユニット別の印象

N=広告到達者（%）
※掲出期間内に広告を見た人

テレビ広告

66.5

新聞広告

20.7

雑誌
広告

17.7

インターネット
広告
【計】

49.1

（YouTubeで
表示される
広告）

31.9

（Twitterで
表示される
広告）

21.7

（TVerで
表示される
広告）

18.1

（Instagramで
表示される
広告）

16.5

（ABEMAで
表示される
広告）

14.6

（TikTokで
表示される
広告）

11.0

（Facebookで
表示される
広告）

10.8

屋外の
看板・ビジョン
広告

22.6

リテール
広告

20.4

タクシー
広告

13.9

電車で広告を見て他のメディアの同じ広告を思い出したことがある

0

0

0

50

50

50

中づり まど上 ドア横 ステッカー 車内ビジョン 車体広告 駅のビジョン
(縦)

駅のビジョン
(横)

駅ポスター・
看板

フラッグ広告 柱巻広告

中づり まど上 ドア横 ステッカー 車内ビジョン 車体広告 駅のビジョン
(縦)

駅のビジョン
(横)

駅ポスター・
看板

フラッグ広告 柱巻広告

中づり まど上 ドア横 ステッカー 車内ビジョン 車体広告 駅のビジョン
(縦)

駅のビジョン
(横)

駅ポスター・
看板

フラッグ広告 柱巻広告

■ 車両メディア
■ 駅メディア

41.8 37.1 37.4 35.1 43.4
32.8 28.8 28.729.0 29.2

22.8

24.4 21.5 23.5 22.2
31.2 27.1 19.2 19.120.6 17.9 12.8

19.7 17.7 16.6 16.0
22.9 20.7 18.4 19.620.4 16.0 12.1

新しい商品やサービスが発売された事を知る

商品やサービスが印象に残る

広告を見て商品やサービスが世の中的に流行っているものだと思う

N=広告到達者（%）
※掲出期間内に広告を見た人
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Withコロナに向かう首都圏鉄道利用（コロナ禍における
鉄道利用実態調査から）

■2022年の鉄道利用はコロナ禍前の8~9割程度まで上昇

　コロナ禍に見舞われて丸３年経ちましたが、未だ収束にはいたっていません。しかし、2022年は社会が、生活者が、
Withコロナに向けて動き出した年だったのではないでしょうか。ジェイアール東日本企画では、コロナ禍における鉄道
利用の推移と実態を把握するため、2020年7月から定期的に調査を行っています。今回は、2022年12月調査までの
データから一部抜粋して、首都圏での鉄道利用状況をご紹介します。

　最後のまん延防止等重点措置（2022年1月21日～3月21日）以降、首都圏では鉄道利用率（週1日以上鉄道利用）が上昇し、2022
年12月調査時点では55.1％でした。また、鉄道利用者の週平均鉄道利用日数は、2022年6月調査と12月調査が連続して3.9日とい
う高い水準となりました。このことから、鉄道利用率と利用日数の観点では、コロナ禍前のおよそ8割から9割まで鉄道利用者が増えて
きたことが分かりました。コロナ禍はまだ収束していませんが、リモート技術の浸透などによって人々の生活や働き方が変化してきており、
Withコロナに向かい、鉄道利用も徐々に安定化してゆくのではないかと推測されます。　

個人全体（男女15～69歳）
週1日以上の鉄道利用率

各調査における週1日以上鉄道利用者ベース
鉄道利用者の週平均鉄道利用日数

「首都圏における鉄道利用の概観」

■若年層の鉄道利用は引き続き活発（teen、M1、F1）
　性年代別に鉄道利用率を見ると、teen（男女15-19歳）やF1（女性20-34歳）を中心に若年層の鉄道利用が非常に活発です。特にF1は、
コロナ禍前の水準にかなり近付いており、teenに次ぐ鉄道利用率となりました。また、F2（女性35-49歳）とF3（女性50-69歳）の鉄道利用
率の伸びが大きくなっていますが、行動制限が解除されたことをうけて控えていた外出をするようになり、その移動手段として鉄道を選択すること
が増えてきたためではないかと推測されます。

性年代別 週1日以上の鉄道利用率
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※各行動制限の発出期間は本稿末に記載

※各行動制限の発出期間は本稿末に記載
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■就業者ベースでみると首都圏のテレワーク率は30％水準に定着

■2022年の首都圏就業者の鉄道利用は安定化

　テレワーク率は、2021年12月、2022年6月、12月の調査で共に30.3％となっています。途中、2022年のまん延防止等重点措置（1/21　
-3/21）の時期に34.1％（2022年2月調査）へ上昇しましたが、行動制限による一時的なものだったといえます。
　このことから、コロナ対策としてではなく、働き方やビジネスとしてのテレワーク・リモート業務が定着してきていると考えられます。

　就業者の7割を占める「ほぼ職場」従事者には接客業や労務職など“職場へ行く必要がある人”が多く、週平均鉄道利用日数が4.7日前後
で高頻度かつ安定しています。
　就業者の2割を占める「職場とテレワーク併用者」には事務職や営業職など所謂ホワイトカラーが多く含まれており、テレワークをこなしながら
も通勤する必然性が高いため、週1日以上の鉄道利用率が80％前後と非常に高い水準で安定しています。
　就業者の大部分を占める「ほぼ職場」と「職場とテレワーク併用」の鉄道利用は、コロナ禍初期から極端に変動することなく推移していることに加
え、2022年はテレワーク率も3割程で定着してきている状況を踏まえると、全体として就業者の鉄道利用は安定化してきているものと思われます。

就業者全体（パート・アルバイトを除く） 週1日以上鉄道利用する就業者（パート・アルバイトを除く）

就業スタイル別週1日以上の鉄道利用率 就業スタイル別週平均鉄道利用日数

就業者全体（パート・アルバイトを除く）就業者の就業スタイルとテレワーク率の推移

緊急事態
宣言

12月 12月10月9月6月 6月4月2月
（2021年）

12月7月
（2020年）

2月
（2022年）

まん延
防止

まん延
防止

まん延
防止

緊急事態
宣言

リバウンド
防止
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22.522.5

9.99.9

67.667.6

32.432.4 31.331.3
35.735.7

31.831.8 32.732.7 35.535.5
31.531.5 30.330.3 30.330.3 30.330.3

34.134.1

68.868.8
64.364.3 68.268.2 67.367.3 68.568.5 69.869.8 66.066.0 69.769.7 69.769.7

64.564.5

9.09.0 10.410.4 9.89.8 9.49.4 12.612.6 9.39.3 8.78.7 10.710.7 9.49.4 9.19.1

22.322.3 23.323.3
23.023.0

22.222.2 21.621.6
23.423.4 20.920.9 21.221.2

25.325.3 22.022.0

合
計
テ
レ
ワ
ー
ク
率

ほぼテレワーク 職場とテレワーク併用 ほぼ職場（％）

※「就業者」はパート・アルバイトを除く　※テレワーク率は「職場とテレワーク併用」と「ほぼテレワーク」の合計値　※各行動制限の発出期間は本稿末に記載

※各行動制限の発出期間は本稿末に記載
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12月7月
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就業者全体（パート・アルバイト除く） 職場とテレワーク併用ほぼ職場
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就業者全体（パート・アルバイト除く） 職場とテレワーク併用ほぼ職場
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「首都圏就業者における鉄道利用」
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■調査結果の総括

teen、F1を中心に
若年層の鉄道利用は活発さを持続

2022年は就業者の鉄道利用が安定化

Withコロナに向けて
首都圏の鉄道利用は徐々に安定化しつつある

※集計はすべてウエイトバック集計値
※調査期間は連続した9日間としているが、集計は最初の土日を除く7日間（月曜～日曜）の集計値
※「jeki移動者調査2019」の値は、当調査とは設計や集計方法が異なるため参考値
※数値には丸め誤差を含む
※本稿は2022年12月調査分までのデータで作成

※2020年7月調査、同12月調査、2021年12月調査、2022年6月調査、同12月調査時には行動制限の発出はなかった

■調査概要

■参考：行動制限発出期間（東京都）

調査月 2020年7月、12月、2021年2月、4月、6月、9月、10月、12月、2022年2月、6月、12月

調査手法 jeki移動者調査パネルによるweb調査

調査地域
jeki移動者調査で定義した調査地域
　首都70km圏（東京・千葉・神奈川・埼玉はほぼ全域／茨城・山梨・群馬・栃木の一部）
　関西圏　　　　　 （大阪全域・滋賀・京都・兵庫・奈良・和歌山の一部）

対象者条件 15～69歳の男女個人で調査地域居住者

標本抽出方法 jeki移動者調査パネルより抽出　　　　

調査内容 移動／鉄道利用状況　調査対象期間中の毎日（連続した9日間）と前5週間の週別

設計サンプル数 合計4,000s　　首都70km圏：3,000s　　関西圏：1,000s

調査対象期間 移動／鉄道利用状況の対象期間：9日間

2020年 ・緊急事態宣言 4月  7日～  5月25日

2021年

・緊急事態宣言
・まん延防止等重点措置
・緊急事態宣言
・まん延防止等重点措置
・緊急事態宣言
・東京都におけるリバウンド防止措置

1月  8日～  3月21日　
4月12日～  4月24日　
4月25日～  6月20日　
6月21日～  7月11日　
7月12日～  9月30日　
10月  1日～10月24日　

（2月調査）
（4月調査）

（6月調査）
（9月調査）
（10月調査）

2022年 ・まん延防止等重点措置 1月21日～  3月21日　 （2月調査）
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jekiと野村総合研究所が共同で
「デジタル時代におけるメディアミックス」を検証
新時代は「TV×WEB×OOH」３つのメディアミックス展開が有用

NRIインサイトシグナルが収集・蓄積する企業各社のメディアミックス（複数のメディアを組み合わせた展開）の過去3年間の出稿パターンを分析したと
ころ、およそ６割が２メディア、３割弱が３メディアへの出稿で、双方合わせて９割弱が２～３メディアによる展開で占められていました。また、２メディアで
は「ＴＶ×WEB」、３メディアでは「ＴＶ×WEB×ＯＯＨ」に出稿が集中していることも分かりました。

出所）NRIシングルソースデータ
ケース数：366（対象期間： 2019年4月-2022年3月）

出稿メディア数（種類数）の内訳（％） 　出稿メディア数別 出稿メディア（％）

　昨年、私たちjekiは、株式会社野村総合研究所（以下NRI）と共同で実施したデジタル時代におけるメディアミック
スに関する共同研究の結果を公表しました。
　デジタルシフトで生活者の触れるメディアやコンテンツが急速に多様化したことで、企業は自社のメディア戦略を再
構築する必要性が生じています。そのような中行われた本研究では、広告主のメディアミックス（複数メディアへの広
告出稿）の実態を俯瞰して見た上で、いまのデファクトスタンダードとなっている「TV×WEBの２メディア展開」と「TV×
WEB×OOHの３メディア展開」の比較検証を行い、３メディアで展開する際の最適予算配分についての検証を行いま
した。分析はコロナ禍における最新の生活者データを使い、ポスト/withコロナ時代でも普遍的な価値を導出してお
ります。
　今回導き出された結果はデジタルシフトと新型コロナウイルスの感染拡大という２つの大きなエポックを経た企業各
社がこれから迎える新たな時代のコミュニケーション戦略を検討する上で有用なものと考えます。ぜひご参照ください。

Ⅰ メディアミックスの実態
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ィ
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メ
デ
ィ
ア
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メ
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ィ
ア

59.3 

86.6 累計
94.5

99.7 100.0

27.3

メディアミックスの

9割弱は 2～ 3メディア

での展開

7.9 5.2
0.3

0

100

2メディア 3メディア

89.4
86.6

18.0

1.4 2.8 1.8

99.0
89.0

72.0

15.0 13.0 12.8

TV WEB OOH 雑誌 新聞 ラジオ

3メディア展開

のうち約 7割は

OOHに出稿

メディアミックスは「TV×WEBの２メディア」と「TV×WEB×OOHの３メディア」に集中。
この２つのプランがデファクトスタンダードになっている。

TOPICSTOPICS

JEKI MEDIA DATA



Ⅱ　２メディアと３メディアの広告効果の比較検証

Ⅲ　３メディアの予算配分による効果の比較検証

TV、WEBそして代表的なOOHである交通広告でシミュレーションした結果、「TV×WEBの２メディア」よりも、同じ予算内で「TV×WEB×交通の３メ
ディア」に出稿したほうがKPI（生活者全体の購入意向）の押し上げ効果は高く、その開きは1.12倍になりました。Z世代をターゲットにしたシミュレーショ
ンでその開きは1.30倍まで拡大し、若年層をターゲットにした際の３メディア展開の有効性も明らかになりました。

3メディアへの出稿を前提に、3億円の媒体予算でシミュレーションした結果、広告予算配分を「TV65％ WEB20％ 交通15％」にしたプランのKPI
（生活者全体の購入意向）の押し上げ効果が最も高いことが分かりました。さらに、Z世代をターゲットにした場合の最適予算配分は「TV40％ 
WEB35％ 交通25％」となり、若年層はWEBと交通の配分を上げることでKPIの押し上げ効果が高まる傾向がみられました。

全体

1.00 1.00
1.12

1.30

Z世代
出典）NRIシングルソースデータ（2021年7月-9月）　
シミュレーションを行った全84パターンのうち、TVとWEBの2メディアを使用したプランのKPI（購入意向）の広告による増分の平均値を1.00としたときの比較
「Z世代」：20歳～26歳（下限はNRIインサイトシグナルの調査対象者に準ずる）

出典）NRIシングルソースデータ（2021年7月-9月）　
KPIに対する効果（赤線）：シミュレーションを行った全84パターンにおいて、最もKPIに対する効果が高くなる配分の効果を1.00としたときのスコア
「Z世代」：20歳～26歳（下限はNRIインサイトシグナルの調査対象者に準ずる）

2メディアと3メディアの購入意向の押し上げ効果の比較（期間：２か月 / 予算：3億円）

３メディアの最適予算配分（期間：２か月 / 予算：3億円 / KPI：購入意向）

「TV×WEB×交通の３メディア」の方が「TV×WEBの２メディア」よりも広告効果は高まりやすい。
３メディア展開は特に若年ターゲットで有効に機能する。

TV：WEB：交通＝65：20：15。
若年ターゲットはWEBと交通の配分を上げると効果は高まる。
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①

②

③

■本分析について

TV、WEB、交通の３メディアが補完し合い、イエ⇔ソト、デジタル⇔非デジタルを往来する生活者のタイムラインをフルカバーする
ことにより「安定したリーチのポートフォリオ」が実現している

３メディアの重複接触によるクロスメディア効果により、購入意向などの態度変容が起こりやすくなっている

マーケティング価値の高い若者や先進層にスクリーニングされたボリューム層（ポテンシャル・マス）に高頻度でリーチする交通広告
が、メディアプラン全体の効果の底上げに結び付いている

昨今、デジタルシフトおよび選択と集中の観点からメディアを絞り込んだ広告展開がみられますが、今回の分析結果はデジタル時代に
おいても複数のメディアによる重層的なコミュニケーション（メディアミックスやクロスメディア）がパフォーマンスを高めることを示唆して
います。
以上より、jekiではポスト/withコロナ時代のメディア戦略として、TV×WEB×OOHによる「トリプルペイドメディア戦略」が有効と考え
ます。これはイエとソト、デジタルと非デジタル（リアル）を往来する現代の生活者の生活様式に即し、特徴の異なる３つのペイドメディア
を相互補完的に融合した展開により効率的なリーチと効果の最大化を図るものです（下図参照）。今後のメディアプランの参考にして
いただけましたら幸いです。

以上の結果の要因として、jekiでは次の3点をあげます。

本プロジェクトの分析データは全て「NRIインサイトシグナル」によるものです。
コロナ禍にあたる現在の実態が反映されたデータを基に分析しております。

Insight Signal（インサイトシグナル）
広告主（企業）の広告活動の効果を、オリジナルデータを用いて測定するNRIのサービス。データは3,000名のシングルソースパネルに対する2ヶ
月間のアンケート調査を年間通じて継続実施して取得。メディア別の広告効果を生活者の視点で評価することを目的に、同一の調査対象者に
対して、テレビ、新聞、雑誌など多様なメディアの利用状況、広告との接触状況、購入意向、実際の購入行動などを測定。

対象者 関東に在住する20～69歳男女（集計値は人口構成に合わせてウェイトバック処理）

サンプル数 各調査回2,500～3,000ss（調査回によって変動）

対象時期 2021年7月-9月

Ⅱ・Ⅲの分析データ概要

「トリプルペイドメディア戦略」

弊社コンテンツサイト「恵比寿発、」（https://ebisu-hatsu.com/）では、
交通メディアに関する最新の情報やトピックを公開しています。あわせてご覧いただけますと幸いです。

1日のタイムライン

イエ ソト イエ

非デジタル

デジタル

TV OOH TV

WEB
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　新型コロナウイルスの影響により生活者のライフスタイルは大きく変化し、デジタル化が急激に進みました。リアルの
価値が再認識される中、交通広告は、外出時における重要なコミュニケーションの接点です。
　この時代において、交通広告の価値とは何か。
　外出といった移動中のふとした瞬間に価値あるものを偶然に発見する「セレンディピティ」がその一つだと考えていま
す。移動者に対して思わず「見たくなる」「ためになる」といった有意義な情報を提供し、交通広告へのアテンションをよ
り獲得することで媒体価値向上を図っていきます。

■移動中につい「見たくなる」コンテンツを。

　ビジネスパーソンをコアターゲットとしたオリジナルコンテンツをニューズ
ピックスさまと共同で企画・制作。トレインチャンネルを活用し、移動者に
対して「見たくなる」「ためになる」コンテンツを発信することで、通勤・通
学といった移動中のモーメントにおいて、「スキマ時間」から「有意義な時
間」への変化を狙いました。

　電車移動のスキマ時間に、役立つまめ知識を発信。経済ニュースやトリビアを、わかりやすく・おもしろく・グラ
フィカルに伝え、乗客に知識を持ち帰って頂くことを狙い、旬な話題を週替わりで放映しました。

　リアル領域におけるコミュニケーションプラットフォーマーとして、「ここにしかない」限定的なコンテンツや、外出中なら
ではの体験価値を創出し、移動者が交通広告を見る「習慣づくり」に取り組んでまいります。
※今後、メディアガイドオンラインでは検証結果や事例を随時紹介していく予定です。

　絵で見る経済ニュース。知られざる事実をひと目でわかるよう、グラフィカルにテンポよくお届け。

電車移動の「スキマ時間」を「有意義な時間」へ。

コンセプトは「ひと駅ひと学び」。

■今後の展望

番組例：FACTGRAPH～データで見る経済の真実～

アテンション 広告出稿

情報に価値が
あるから見る

生活者が見るから
広告出稿する

交通広告の媒体価値向上への取り組み

CASE STUDY:トレインチャンネル×NewsPicksコンテンツ

移動者
（鉄道利用者） 広告主

メディア
（交通広告）
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改札口別利用率（%）

※「JR主要駅改札口別利用実態調査2022」（ジェイアール東日本企画調べ）

東 口
47.3%

西 口
52.7%

アトレ恵比寿

アトレ
恵比寿

利用者の構成（%） ※端数処理の関係上、合計値が合わない場合があります

利用目的（％）
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1日平均乗車人員 ランク

99,136人 駅ポスターA SPメディア5

改札口別利用率（%）

※「JR主要駅改札口別利用実態調査2022」（ジェイアール東日本企画調べ）

中央西口
8.9%

日比谷口
16.4%

銀座口
17.0%

中央口
17.9%

京橋口
19.1%

国際フォーラム口
20.6%

東京メトロ有楽町線
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※2022年3月の駅図です

※2020年11月の駅図です

※1 :出張を含む 
※2 :旅行･スポーツ観戦･映画など 

※1 :出張を含む 
※2 :旅行･スポーツ観戦･映画など 
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※「JR主要駅改札口別利用実態調査2022」（ジェイアール東日本企画調べ）

※「JR主要駅改札口別利用実態調査2022」（ジェイアール東日本企画調べ）
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※「JR主要駅改札口別利用実態調査2022」（ジェイアール東日本企画調べ）
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14.0

11.4
3.8

6.0

19.7

0 50 100 性
別
年
代
別
職
業
別学生 勤め人（役員・自由自営除く） その他 学生 既婚

勤め人
未婚
勤め人

その他

10代 20代 30代 40代 50代 60代 10代 20代 30代 40代 50代

男性 52.7 女性 47.3

60代

0.6

6.0 19.7 12.1 11.7 2.5

1.9

13.0 6.3 16.2 7.6 2.2

1.0 47.9 3.8 5.4 20.3 13.3 8.3

原宿駅

1日平均乗車人員 ランク

46,455人 駅ポスターA SPメディア4

1日平均乗車人員 ランク

86,911人 駅ポスターA SPメディア4

1日平均乗車人員 ランク

93,684人 駅ポスターB SPメディア4

※2020年6月の駅図です

※2022年7月の駅図です

※2022年7月の駅図です

改札口別利用率（%）

改札口別利用率（%）

改札口別利用率（%）

※1 :出張を含む 
※2 :旅行･スポーツ観戦･映画など 

※1 :出張を含む 
※2 :旅行･スポーツ観戦･映画など 

※1 :出張を含む 
※2 :旅行･スポーツ観戦･映画など 

JEKI MEDIA DATA 



船橋駅
※「JR主要駅改札口別利用実態調査2022」

（ジェイアール東日本企画調べ）

利用者の構成（%） ※端数処理の関係上、合計値が合わない場合があります

学生 勤め人（役員・自由自営除く） その他 学生 既婚
勤め人

未婚
勤め人

その他

10代20代 30代 40代 50代 60代 10代 20代 30代 40代 50代

男性 62.3 女性 37.7

60代

性
別

年
代
別

職
業
別

1.6 1.8

11.8 22.8 14.1 10.2 

2.1

6.4 11.3 10.5 5.6

1.9

2.0

54.4 5.9

2.8

13.7 18.4

2.8

改札口別利用率（%）※2022年6月の駅図です

至 錦糸町・東京

至 津田沼・千葉至 秋葉原・新宿

東武百貨店、
イトーヨーカドー方面出口

北口方面

船橋FACE、京成船橋駅方面出口
南口方面

東武線のりば

Shapo
船橋

Shapo
船橋

東武百貨店

京成船橋駅

中央改札口
86.0%

シャポー口
14.0%

北口

南口Shapo船橋
ホテルメッツ船橋

大崎駅
※「JR主要駅改札口別利用実態調査2022」

（ジェイアール東日本企画調べ）
※「JR主要駅改札口別利用実態調査2022」

（ジェイアール東日本企画調べ）

利用者の構成（%） ※端数処理の関係上、合計値が合わない場合があります 利用者の構成（%） ※端数処理の関係上、合計値が合わない場合があります

改札口別利用率（%） 改札口別利用率（%）※2020年11月の駅図です ※2022年2月の駅図です

大崎ニューシティ方面出口
東口方面

シンクパークタワー、ソニーシティ大崎方面出口
新西口・西口方面

ゲートシティ大崎方面出口
新東口方面

ゲートシティ大崎方面

大崎ニューシティ方面

東口

至  品川・東京
至  新木場・横浜

至  渋谷・新宿
至  大宮

ディラ大崎

北改札口
36.3%

南改札口
63.7%

新西口 西口

新東口
東口

学生 勤め人（役員・自由自営除く） その他 学生 既婚
勤め人

未婚
勤め人

その他

10代 20代 30代 40代 50代 60代 10代 20代 30代 40代 50代

男性 63.5 女性 36.5

60代

性
別

年
代
別

職
業
別

2.7 2.4

14.2 18.4 18.1 7.6

0.6

6.6 8.3 5.7 7.8 7.4

3.3 54.8 5.4

0.6

12.5 19.0 4.4

1日平均乗車人員 103,733人
ランク 駅ポスターB SPメディア4

立川駅

南改札
13.6%

西改札
17.4%

グランデュオ改札
5.9%

北改札
31.6%

東改札
31.5%

多摩モノレール立川南駅

エキュート立川

エ
キ
ュ
ー
ト
立
川

ルミネ立川、伊勢丹、立川高島屋、
多摩モノレール立川北駅方面出口

ルミネ立川
ルミネ立川

グランデュオ
立川

自 

由 

通 

路

学生 勤め人（役員・自由自営除く） その他 学生 既婚
勤め人

未婚
勤め人

その他

10代 20代 30代 40代 50代 60代 10代 20代 30代 40代 50代

男性 55.4 女性 44.6

60代

性
別

年
代
別

職
業
別

0.9

5.4 12.6 16.3 13.2 7.0 3.3 12.4 5.6 9.6 7.6 6.1

2.8

46.4 6.1 8.6 14.0 16.3 5.7

1日平均乗車人員 130,820人
ランク 駅ポスターA SPメディア4

1日平均乗車人員 109,860人
ランク 駅ポスターA SPメディア4

吉祥寺駅
※「JR主要駅改札口別利用実態調査2022」

（ジェイアール東日本企画調べ）

利用者の構成（%） ※端数処理の関係上、合計値が合わない場合があります

性
別

年
代
別

職
業
別学生 勤め人（役員・自由自営除く） その他 学生 既婚

勤め人
未婚
勤め人

その他

10代 20代 30代 40代 50代 60代 10代 20代 30代 40代 50代

男性 46.9 女性 53.1

60代

0.9

6.1 7.7 13.7 12.1 6.4

1.9

10.2 6.3 12.2 12.8 9.8

3.2 38.3 5.3 6.8 14.8 22.1 9.4

改札口別利用率（%）※2022年4月の駅図です

西改札（アトレ本館口）
21.1%

東口（アトレ東館口）
12.4%

吉祥寺パルコ、東急百貨店、
サンロード商店街方面出口

北口方面

井の頭公園、吉祥寺マルイ、
武蔵野公会堂方面出口

公園口方面

南北自由通路（1階）

至 新宿・東京至 立川・高尾

（2階）（2階）

（2階）

（1階）

（1階）

（3階）
京王井の頭線

（1階）

中央改札
29.7%

南改札（公園口）
36.8%

北口

東口

南口
（公園口）

1日平均乗車人員 107,875人
ランク 駅ポスターA SPメディア4

JEKI MEDIA DATA 



武蔵小杉駅

浦和駅

赤羽駅

桜木町駅

改札口別利用率（%）

改札口別利用率（%）

※2021年1月の駅図です

※2022年10月の駅図です

※「JR主要駅改札口別利用実態調査2022」
（ジェイアール東日本企画調べ）

※「JR主要駅改札口別利用実態調査2022」
（ジェイアール東日本企画調べ）

北口方面
タワープレイス、
日本医大武蔵小杉
病院方面出口

西口・南口方面
東急スクエア、ららテラス方面出口

東口・南口（正面口）方面
川崎市中原市民会館

方面出口

新南口方面
グランツリー武蔵小杉方面出口

新南改札
（横須賀線口）

26.5%

新南改札
（臨時入場口）

3.1%

至 横浜 至 東京・新宿

至 
川
崎

至 

登
戸・立
川

東急東横線・目黒線←

横
須
賀
線
↓

↑
南
武
線

北口西口

東口
北改札（南武線口）
70.4%

中央改札口
72.9%

西口方面
伊勢丹、浦和コルソ、イトーヨーカドー方面出口

ホテルメッツ
浦和 アトレ浦和

アトレ浦和

アトレ浦和

至 赤羽・上野・新宿

至 大宮・宇都宮・高崎
東口方面

浦和パルコ方面出口

地
下
通
路

東口

西口
アトレ北口

Suica専用改札口
27.1%

利用者の構成（%） ※端数処理の関係上、合計値が合わない場合があります

利用者の構成（%） ※端数処理の関係上、合計値が合わない場合があります

学生 勤め人（役員・自由自営除く） その他 学生 既婚
勤め人

未婚
勤め人

その他

10代 20代 30代 40代 50代 60代 10代 20代 30代 40代 50代

男性 55.6 女性 44.4

60代

性
別

年
代
別

職
業
別

2.6

3.3 9.9 20.0 13.0 6.8

1.1

12.0 8.1 9.6 7.5 6.1

3.8 49.4

2.4

4.7 12.8 21.3 5.6

学生 勤め人（役員・自由自営除く） その他 学生 既婚
勤め人

未婚
勤め人

その他

10代20代 30代 40代 50代 60代 10代 20代 30代 40代 50代

男性 61.1 女性 38.9

60代

性
別

年
代
別

職
業
別

0.3

5.4 11.3 13.2 18.0 13.0

0.7

12.5 6.0 11.8 5.3

2.6

0.7

55.5 5.0 3.7 10.8 14.7 9.6

※「JR主要駅改札口別利用実態調査2022」
（ジェイアール東日本企画調べ）

利用者の構成（%） ※端数処理の関係上、合計値が合わない場合があります

学生 勤め人（役員・自由自営除く） その他 学生 既婚
勤め人

未婚
勤め人

その他

10代20代 30代 40代 50代 60代 10代 20代 30代 40代 50代

男性 59.3 女性 40.7

60代

性
別

年
代
別

職
業
別

1.2

5.5 15.4 16.9 11.1 9.2

0.8

11.1 12.1 6.9 6.4 3.6

3.0 49.5 6.7 3.5 13.4 17.2 6.7

改札口別利用率（%）※2020年7月の駅図です

至 武蔵浦和・大宮

至 宇都宮・高崎

至 浦和・大宮
至 東京

至 上野

至 池袋・新宿

ホテルメッツ赤羽方面出口
東口方面

西友・赤羽公園方面出口
南改札方面

パルロード（赤羽アピレ、赤羽ビビオ、
イトーヨーカドー）方面出口

西口方面

エキュート赤羽

ホテルメッツ
赤羽

西口

東口

北改札口
52.0%

南改札口
48.0%

※「JR主要駅改札口別利用実態調査2022」
（ジェイアール東日本企画調べ）

利用者の構成（%） ※端数処理の関係上、合計値が合わない場合があります

学生 勤め人（役員・自由自営除く） その他 学生 既婚
勤め人

未婚
勤め人

その他

10代 20代30代 40代 50代 60代 10代 20代 30代 40代 50代

男性 63.1 女性 36.9

60代

性
別

年
代
別

職
業
別

0.1 1.1

10.0 27.7 10.6 13.6

0.3

8.8 3.3 13.5 8.7

2.3

0.4

51.1 11.6

0.5

8.0 20.3 8.0

改札口別利用率（%）※2021年11月の駅図です

野毛山動物公園、
ちぇるる野毛方面出口

西口方面

馬車道、みなとみらい、
コレットマーレ方面出口

東口方面

南改札
40.0%

新南口
16.7%

至 磯子・大船
至 
横浜・蒲田・八王子

横浜市営
地下鉄↓ 野毛

みなとみらいみなとみらい馬車道

北改札
43.3%

西口

東口

CIAL桜木町

CIAL桜木町

CIAL
桜木町

CIAL
桜木町

横浜市役所方面
出口

新南口方面

紅葉坂

1日平均乗車人員 56,214人
ランク 駅ポスターB SPメディア5

1日平均乗車人員 91,146人
ランク 駅ポスターB SPメディア5

1日平均乗車人員 77,670人
ランク 駅ポスターB SPメディア6

1日平均乗車人員 78,321人
ランク 駅ポスターA SPメディア5

JEKI MEDIA DATA 





「車両メディア」の各ユニットと「駅ポスター」について「交通広告共通指標推定モデル」を活用し、各ユニット別に推定
広告到達率を算出しました。「J・ADビジョン（ステーションネットワーク）」については「交通広告駅メディア共通指標策
定調査」の調査手法で調査した結果を紹介します。

＊1 「交通広告共通指標推定モデル」より推計した推定広告到達率です。説明変数で上記条件以外の項目の推定広告到達率はTOPICS「交通広告共通指標推定モデル」でご確認
ください。

＊2 J・ADビジョン（ステーションネットワーク）の広告24素材の実測した調査結果の平均値です。
※端数処理の関係上、合計値が合わない場合があります。

サイズ：シングル
掲出期間：7日
他鉄道出稿：あり
TVCM出稿：あり
業種：飲料・嗜好品

サイズ：ワイド
掲出期間：7日
他鉄道出稿：あり
TVCM出稿：あり
業種：飲料・嗜好品

サイズ：シングル
掲出期間：1週間
他鉄道出稿：あり
TVCM出稿：あり
業種：官庁・通信・サービス

サイズ：ワイド
掲出期間：1週間
他鉄道出稿：あり
TVCM出稿：あり
業種：金融・保険・証券

面数：3面以上
掲出期間：1週間
他鉄道出稿：あり
TVCM出稿：あり
業種：消費財系

種別：ステッカー
掲出期間：1カ月
他鉄道出稿：あり
TVCM出稿：あり
業種：情報・通信

種別：ツインステッカー
掲出期間：1カ月
他鉄道出稿：あり
TVCM出稿：あり
業種：情報・通信

ロール分数：12分以上
掲出期間：1週間
TVCM出稿：あり
業種：官庁・通信・サービス

サイズ：B0×2－4未満
掲出種類：一箇所
掲出期間：1週間
TVCM出稿：あり
業種：観光・娯楽・放送

中づり＊1

まど上＊1

駅ポスター＊1

車内ビジョン＊1

ツインステッカー＊1

ステッカー＊1

ドア横＊1

J・ADビジョン
（ステーションネットワーク）＊2

48.6

52.1

45.3

49.1

48.2

43.2

48.2

42.7

68.4

58.4

0 80604020 （%）

広告到達率

広告到達率 調査対象者のうち、調査対象広告を
「掲出期間内」に「見た」「見たような気がする」と回答した人の割合が広告到達率です。

JEKI MEDIA DATA



＊1  2015～2022年度の調査結果です。
＊2  2013～2019年度の調査結果です。
＊3  J・ADビジョン（ステーションネットワーク）の広告24素材の実測した調査結果の平均値です。
※端数処理の関係上、合計値が合わない場合があります。

中づり＊1

まど上＊1

ドア横＊1

ステッカー＊1

ツインステッカー＊1

車内ビジョン＊1

駅ポスター＊2

J・ADビジョン（ステーションネットワーク）＊3

18.9 34.2
35.9

31.8
36.2

34.7
29.1

32.4
30.2

63.8

15.2

19.516.4

18.313.5

20.216.0

19.015.7

17.112.0

19.413.0

16.813.4

31.931.9

28.127.1 55.2

0 70605040302010 （%）

シングル

ワイド

シングル

ワイド

今日見た 今日見たような気がする

広告接触率 調査対象者のうち、調査当日に調査対象広告を
「今日見た」「今日見たような気がする」と回答した人の割合が広告接触率です。

30.9 43.1
48.3

34.9
42.6

38.6
37.5

34.3
44.1

57.0

12.2

34.613.7

24.710.2

30.711.9

27.611.0

27.110.4

24.99.5

31.412.6

34.822.2

34.521.6 56.1

0 605040302010 （%）

とても買ってみたい（利用したい） やや買ってみたい（利用したい）

中づり＊1

まど上＊1

ドア横＊1

ステッカー＊1

ツインステッカー＊1

車内ビジョン＊1

駅ポスター＊2

J・ADビジョン（ステーションネットワーク）＊3

シングル

ワイド

シングル

ワイド

商品購入喚起度 広告到達者のうち、調査対象広告の商品やサービスを
「とても買ってみたい（利用したい）」「やや買ってみたい（利用したい）」と回答した人の割合が商品購入喚起度です。

39.1 54.7
57.7

45.4
52.7

49.1
47.1

43.6
55.6

62.0

15.6

41.116.7

33.012.4

38.114.6

35.713.4

34.412.7

32.111.5

40.415.2

38.623.4

40.021.7 61.7

0 70605040302010 （%）

非常に興味を感じた やや興味を感じた

中づり＊1

まど上＊1

ドア横＊1

ステッカー＊1

ツインステッカー＊1

車内ビジョン＊1

駅ポスター＊2

J・ADビジョン（ステーションネットワーク）＊3

シングル

ワイド

シングル

ワイド

商品興味関心度 広告到達者のうち、調査対象広告の商品やサービスに
「非常に興味を感じた」「やや興味を感じた」と回答した人の割合が商品興味関心度です。

「交通広告共通指標策定調査」の調査結果より広告接触率・商品興味関心度・商品購入喚起度をユニット別にご紹
介します。J・ADビジョン（ステーションネットワーク）については「交通広告駅メディア共通指標策定調査」の調査手法
で調査した結果をご紹介します。

広告接触率・商品興味関心度・
商品購入喚起度

JEKI MEDIA DATA



広告出稿統計

出典：エム・アール・エス広告調査による調査データ ※左：各ユニットを１００とした場合の商品分類比率　※右：各商品分類を１００とした場合のユニット比率
 ※端数処理の関係上、合計値が合わない場合があります

単位％

商品大分類名称 総計 トレインチャンネル
スポットＣＭ

トレインチャンネル
オリジナル番組提供型ＣＭ

まど上チャンネル
スポットＣＭ

サイドチャンネル
スポットＣＭ

1. 家電・AV機器 4.5 100.0 3.2 35.4 25.9 30.6 5.3 21.9 0.0 0.0

2. 自動車・輸送用機器・用品 0.9 100.0 0.5 28.7 1.7 10.6 0.2 3.4 0.0 0.0

3. カメラ・時計・精密機器 0.4 100.0 0.3 39.2 0.0 0.0 0.2 11.8 0.0 0.0

4. 業務用機器・事務用品 9.1 100.0 11.7 64.0 0.0 0.0 5.7 11.6 0.0 0.0

5. 住宅設備機器・用品 0.1 100.0 0.2 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

6. 趣味レジャー・スポーツ用品 5.2 100.0 1.5 14.6 48.3 48.8 3.4 12.0 0.0 0.0

7. エネルギー・原材料・建材 1.2 100.0 1.0 41.6 0.0 0.0 1.8 28.5 0.0 0.0

8. 医薬・衛生用品 2.5 100.0 3.6 70.6 0.0 0.0 2.4 17.4 0.0 0.0

9. 化粧品・トイレタリー 2.4 100.0 2.6 52.2 0.0 0.0 2.5 18.7 0.0 0.0

10. 食品 1.1 100.0 1.0 44.8 0.0 0.0 1.3 21.3 0.0 0.0

11. 飲料・嗜好品 3.1 100.0 2.0 32.2 0.0 0.0 0.8 4.7 0.0 0.0

12. ファッション・アクセサリー 1.8 100.0 1.9 51.2 0.0 0.0 0.8 7.9 0.0 0.0

13. 出版 1.2 100.0 0.4 17.5 0.0 0.0 2.1 31.1 0.0 0.0

14. 金融・保険・証券 6.4 100.0 2.4 18.3 0.0 0.0 24.2 69.2 0.0 0.0

15. 流通・小売業・商社 2.7 100.0 4.2 78.1 0.0 0.0 1.0 6.6 0.0 0.0

16. 不動産・建設 2.0 100.0 2.4 59.8 0.0 0.0 1.2 11.0 0.0 0.0

17. 交通・運輸 14.7 100.0 26.3 88.1 0.0 0.0 2.1 2.7 0.0 0.0

18. 観光・娯楽・外食 8.2 100.0 6.9 41.6 0.0 0.0 8.5 19.0 0.0 0.0

19. 放送 1.3 100.0 0.4 16.7 0.0 0.0 0.7 10.4 78.6 35.7

20. 官公庁・各種団体 7.4 100.0 9.5 63.2 0.0 0.0 5.7 14.1 0.0 0.0

21. 学校・通信教育 1.3 100.0 1.1 44.2 0.0 0.0 1.4 19.7 0.0 0.0

22. 情報・通信 15.3 100.0 11.7 37.6 24.1 8.3 13.0 15.6 10.7 0.4

23. 通信販売 0.0 100.0 0.1 75.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

24. 事業所サービス・対人サービス 7.3 100.0 5.0 33.7 0.0 0.0 15.7 39.4 10.7 0.8

25. 企業グループ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

26. 臨時・案内・サス 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

総計 100.0 100.0 100.0 49.3 100.0 5.3 100.0 18.3 100.0 0.6

商品大分類名称 Ｊ・ＡＤビジョン 
ステーションネットワーク

Ｊ・ＡＤビジョン
単駅

Ｊ・ＡＤビジョン 
品川駅自由通路セット

Ｊ・ＡＤビジョン
新橋駅改札内南北通路 新宿ウォール 456

1. 家電・AV機器 2.4 8.3 0.5 0.2 2.4 2.5 7.3 0.6 0.6 0.5

2. 自動車・輸送用機器・用品 1.7 30.8 2.8 6.0 0.6 3.4 0.0 0.0 3.3 17.1

3. カメラ・時計・精密機器 0.0 0.1 2.4 11.6 1.4 17.7 0.0 0.0 1.7 19.6

4. 業務用機器・事務用品 4.8 8.1 5.4 1.1 25.2 12.7 1.5 0.1 5.0 2.4

5. 住宅設備機器・用品 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

6. 趣味レジャー・スポーツ用品 3.9 11.4 9.9 3.4 2.1 1.8 0.0 0.0 9.4 7.9

7. エネルギー・原材料・建材 0.5 6.8 4.6 7.1 1.0 3.7 0.0 0.0 3.3 12.4

8. 医薬・衛生用品 1.3 7.9 0.1 0.1 2.2 4.1 0.0 0.0 0.0 0.0

9. 化粧品・トイレタリー 4.1 25.9 0.0 0.0 1.1 2.1 7.3 1.1 0.0 0.0

10. 食品 1.3 17.9 0.0 0.0 3.2 13.3 8.0 2.6 0.0 0.0

11. 飲料・嗜好品 8.4 41.4 8.8 5.1 1.8 2.6 0.0 0.0 10.0 14.1

12. ファッション・アクセサリー 1.7 13.9 7.1 6.9 0.2 0.4 0.0 0.0 8.3 19.7

13. 出版 1.8 22.2 4.3 6.3 1.2 4.5 1.5 0.4 5.0 18.0

14. 金融・保険・証券 3.8 9.1 1.4 0.4 2.6 1.8 0.7 0.0 1.7 1.1

15. 流通・小売業・商社 1.9 11.2 1.1 0.7 1.9 3.3 0.7 0.1 0.0 0.0

16. 不動産・建設 2.7 21.1 0.0 0.0 3.5 8.1 0.0 0.0 0.0 0.0

17. 交通・運輸 7.2 7.5 1.1 0.1 5.1 1.6 0.0 0.0 0.0 0.0

18. 観光・娯楽・外食 9.7 18.3 17.9 3.9 12.8 7.2 1.5 0.1 18.3 9.8

19. 放送 1.3 16.1 2.8 4.1 1.5 5.5 0.0 0.0 3.3 11.6

20. 官公庁・各種団体 8.8 18.1 3.6 0.9 3.7 2.3 9.5 0.4 1.7 1.0

21. 学校・通信教育 2.5 30.3 0.0 0.0 1.6 5.8 0.0 0.0 0.0 0.0

22. 情報・通信 22.3 22.4 22.0 2.6 17.6 5.3 30.7 0.7 25.0 7.1

23. 通信販売 0.1 24.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

24. 事業所サービス・対人サービス 8.1 17.0 4.3 1.1 7.3 4.6 31.4 1.5 3.3 2.0

25. 企業グループ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

26. 臨時・案内・サス 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

総計 100.0 15.4 100.0 1.8 100.0 4.6 100.0 0.3 100.0 4.4

デジタルサイネージメディア ［2022年1月～12月］（1）

JEKI MEDIA DATA



広告出稿統計

車両メディア ［2022年1月～12月］（2） 単位%

商品大分類名称 車両メディア
総計

中づり まど上短期 まど上長期

計 シングル ワイド 計 シングル ワイド 計 シングル ワイド

1. 家電・AV機器 0.8 100.0 0.6 41.3 0.5 14.9 0.8 26.4 0.7 8.8 0.7 6.6 0.7 2.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2. 自動車・輸送用機器・用品 0.0 100.0 0.1 100.0 0.1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

3. カメラ・時計・精密機器 0.3 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

4. 業務用機器・事務用品 4.9 100.0 6.3 68.3 10.7 57.3 2.0 11.0 7.7 15.5 3.1 4.5 19.9 10.9 5.3 2.5 0.4 0.1 31.7 2.4

5. 住宅設備機器・用品 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

6. 趣味レジャー・スポーツ用品 5.4 100.0 6.5 64.9 0.3 1.4 12.6 63.4 7.6 14.1 10.5 14.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

7. エネルギー・原材料・建材 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 100.0 0.3 100.0 0.0 0.0

8. 医薬・衛生用品 2.1 100.0 2.3 58.2 1.7 21.6 2.8 36.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

9. 化粧品・トイレタリー 2.0 100.0 0.3 9.3 0.2 2.1 0.5 7.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

10. 食品 1.4 100.0 0.7 27.6 0.7 13.3 0.7 14.3 0.8 5.7 1.1 5.7 0.0 0.0 0.3 0.4 0.3 0.4 0.0 0.0

11. 飲料・嗜好品 7.6 100.0 9.7 68.5 2.8 9.5 16.5 58.9 5.1 6.6 0.0 0.0 18.6 6.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

12. ファッション・アクセサリー 0.1 100.0 0.2 100.0 0.0 0.0 0.4 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

13. 出版 8.3 100.0 5.4 34.9 2.7 8.7 8.0 26.2 2.4 2.8 3.2 2.8 0.0 0.0 2.2 0.6 2.6 0.6 0.0 0.0

14. 金融・保険・証券 2.1 100.0 2.5 63.4 1.0 12.9 4.0 50.5 1.5 7.1 0.6 2.1 4.0 5.0 3.7 4.1 4.4 4.1 0.0 0.0

15. 流通・小売業・商社 2.4 100.0 4.0 90.9 2.1 23.8 5.9 67.1 0.2 0.8 0.2 0.8 0.0 0.0 0.2 0.2 0.3 0.2 0.0 0.0

16. 不動産・建設 1.5 100.0 1.7 62.2 0.4 7.4 3.0 54.8 0.1 0.6 0.1 0.6 0.0 0.0 13.0 21.0 11.2 15.2 22.9 5.8

17. 交通・運輸 14.5 100.0 24.2 89.5 42.2 76.7 6.9 12.9 3.4 2.4 0.0 0.0 12.6 2.4 3.4 0.6 3.3 0.5 3.9 0.1

18. 観光・娯楽・外食 8.5 100.0 11.2 70.4 13.9 43.1 8.6 27.3 10.9 12.7 9.9 8.4 13.6 4.3 10.1 2.8 8.5 2.0 18.6 0.8

19. 放送 1.0 100.0 0.6 30.3 0.4 10.8 0.7 19.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

20. 官公庁・各種団体 3.1 100.0 4.5 78.7 6.2 53.4 2.9 25.3 2.6 8.6 2.2 5.1 3.9 3.5 7.5 5.8 8.9 5.8 0.0 0.0

21. 学校・通信教育 4.3 100.0 1.9 23.2 1.2 7.2 2.6 16.1 4.6 10.6 3.9 6.5 6.6 4.2 23.8 13.0 24.4 11.2 20.8 1.8

22. 情報・通信 8.0 100.0 9.6 64.1 12.0 39.4 7.3 24.8 3.1 3.9 3.8 3.4 1.3 0.4 0.5 0.1 0.2 0.0 2.0 0.1

23. 通信販売 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

24. 事業所サービス・対人サービス 21.6 100.0 7.5 18.7 0.9 1.1 14.0 17.6 49.2 22.7 60.6 20.3 18.6 2.3 29.9 3.3 35.4 3.3 0.0 0.0

25. 企業グループ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

26. 臨時・案内・サス 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

総計 100.0 100.0 100.0 53.6 100.0 26.4 100.0 27.2 100.0 9.9 100.0 7.2 100.0 2.7 100.0 2.4 100.0 2.0 100.0 0.4

商品大分類名称
ドア上短期

ドア横新Ｂ 戸袋
ステッカー

サイド
ステッカー

ドアガラス
ステッカー

ツイン
ステッカー 車体広告 女性専用車

中づりジャック計 シングル ワイド

1. 家電・AV機器 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.2 31.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.6 18.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2. 自動車・輸送用機器・用品 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

3. カメラ・時計・精密機器 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.2 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

4. 業務用機器・事務用品 5.0 1.3 0.6 0.1 28.8 1.2 1.6 6.9 13.0 2.4 0.0 0.0 2.6 3.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

5. 住宅設備機器・用品 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

6. 趣味レジャー・スポーツ用品 4.7 1.1 5.6 1.1 0.0 0.0 4.5 17.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.7 0.7 0.0 0.0 5.9 1.2 100.0 0.4

7. エネルギー・原材料・建材 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

8. 医薬・衛生用品 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 17.4 7.5 0.0 0.0 11.4 32.5 1.3 1.8 0.0 0.0 0.0 0.0

9. 化粧品・トイレタリー 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.0 52.9 21.7 9.8 0.0 0.0 9.5 28.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

10. 食品 0.7 0.6 0.8 0.6 0.0 0.0 1.1 16.4 17.4 11.1 0.0 0.0 5.9 24.5 0.0 0.0 17.6 13.6 0.0 0.0

11. 飲料・嗜好品 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.7 10.2 0.0 0.0 0.0 0.0 18.3 14.2 1.3 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0

12. ファッション・アクセサリー 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

13. 出版 2.7 0.4 3.2 0.4 0.0 0.0 22.8 58.4 13.0 1.4 0.0 0.0 2.0 1.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

14. 金融・保険・証券 1.0 0.6 1.2 0.6 0.0 0.0 1.6 15.8 0.0 0.0 0.0 0.0 2.6 7.2 1.3 1.7 0.0 0.0 0.0 0.0

15. 流通・小売業・商社 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.7 6.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.7 1.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

16. 不動産・建設 1.4 1.2 0.0 0.0 8.9 1.2 0.7 9.6 0.0 0.0 0.0 0.0 1.3 5.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

17. 交通・運輸 6.6 0.6 0.0 0.0 42.2 0.6 0.0 0.0 4.3 0.3 65.4 3.3 8.5 3.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

18. 観光・娯楽・外食 11.1 1.7 11.5 1.5 8.9 0.2 2.3 5.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 17.7 6.1 5.9 0.8 0.0 0.0

19. 放送 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.8 57.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 11.8 12.5 0.0 0.0

20. 官公庁・各種団体 3.1 1.3 3.7 1.3 0.0 0.0 0.3 1.8 4.3 1.3 0.0 0.0 1.3 2.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

21. 学校・通信教育 7.5 2.2 8.9 2.2 0.0 0.0 4.9 24.2 0.0 0.0 0.0 0.0 19.6 26.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

22. 情報・通信 9.6 1.5 9.7 1.3 8.9 0.2 4.2 11.2 0.0 0.0 34.6 3.1 4.6 3.4 12.7 4.6 58.8 8.0 0.0 0.0

23. 通信販売 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

24. 事業所サービス・対人サービス 46.5 2.8 54.7 2.8 2.3 0.0 41.6 41.0 8.7 0.4 0.0 0.0 8.5 2.3 65.8 8.9 0.0 0.0 0.0 0.0

25. 企業グループ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

26. 臨時・案内・サス 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

総計 100.0 1.3 100.0 1.1 100.0 0.2 100.0 21.3 100.0 0.9 100.0 0.7 100.0 5.9 100.0 2.9 100.0 1.1 100.0 0.0

出典：エム・アール・エス広告調査による調査データ ※左：各ユニットを１００とした場合の商品分類比率　※右：各商品分類を１００とした場合のユニット比率
 ※端数処理の関係上、合計値が合わない場合があります

JEKI MEDIA DATA



広告出稿統計

駅メディア／駅ポスターセット ［2022年1月～12月］（3） 単位%

商品大分類名称 駅ポスターセット 
総計

パノラマ
（単駅型） ロングサイズ 東京ブライト

ピラー
新宿中央通路
ハーフジャック

原宿
ハーフジャック

新宿南口
セット

1. 家電・AV機器 1.5 100.0 1.0 10.5 0.6 3.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2. 自動車・輸送用機器・用品 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

3. カメラ・時計・精密機器 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

4. 業務用機器・事務用品 4.2 100.0 3.7 13.9 4.2 7.3 5.8 38.5 0.0 0.0 2.6 4.4 0.0 0.0

5. 住宅設備機器・用品 0.0 100.0 0.0 0.0 0.3 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

6. 趣味レジャー・スポーツ用品 4.5 100.0 3.1 11.0 5.5 9.0 1.9 12.1 11.1 10.3 20.5 33.1 0.0 0.0

7. エネルギー・原材料・建材 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

8. 医薬・衛生用品 0.0 100.0 0.0 0.0 0.3 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

9. 化粧品・トイレタリー 0.9 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 7.7 63.2 0.0 0.0

10. 食品 0.9 100.0 1.8 32.1 0.8 7.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

11. 飲料・嗜好品 14.9 100.0 3.7 4.0 2.9 1.5 48.1 91.1 0.0 0.0 5.1 2.5 0.0 0.0

12. ファッション・アクセサリー 0.8 100.0 1.0 19.2 0.0 0.0 0.0 0.0 11.1 57.7 2.6 23.1 0.0 0.0

13. 出版 4.0 100.0 8.0 31.9 19.1 35.4 0.0 0.0 0.0 0.0 7.7 14.0 7.1 6.6

14. 金融・保険・証券 1.3 100.0 1.0 11.5 3.6 19.5 0.0 0.0 11.1 34.5 0.0 0.0 0.0 0.0

15. 流通・小売業・商社 1.8 100.0 2.3 20.9 5.7 23.5 1.9 30.4 0.0 0.0 2.6 10.4 7.1 14.8

16. 不動産・建設 1.1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.8 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

17. 交通・運輸 4.3 100.0 3.9 14.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

18. 観光・娯楽・外食 13.4 100.0 5.8 6.9 12.8 7.0 0.0 0.0 22.2 6.9 0.0 0.0 14.3 3.9

19. 放送 3.4 100.0 2.9 13.7 5.7 12.3 1.9 16.0 0.0 0.0 2.6 5.5 7.1 7.8

20. 官公庁・各種団体 18.8 100.0 28.9 24.5 21.0 8.3 21.2 31.8 0.0 0.0 10.3 4.0 35.7 7.0

21. 学校・通信教育 1.9 100.0 1.0 8.1 6.3 24.2 0.0 0.0 11.1 24.2 0.0 0.0 0.0 0.0

22. 情報・通信 18.5 100.0 30.1 25.8 9.2 3.7 15.4 23.5 22.2 5.0 35.9 14.1 28.6 5.7

23. 通信販売 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

24. 事業所サービス・対人サービス 3.8 100.0 1.8 7.5 2.1 4.1 0.0 0.0 11.1 12.2 2.6 4.9 0.0 0.0

25. 企業グループ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

26. 臨時・案内・サス 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

総計 100.0 100.0 100.0 15.9 100.0 7.4 100.0 28.2 100.0 4.2 100.0 7.3 100.0 3.7

商品大分類名称 連貼 山手 15 連貼 
山手 6× 2

連貼 
首都圏QR15

連貼 
首都圏QR6

山手ホーム
セットプラス 単貼 山手 15

1. 家電・AV機器 0.0 0.0 27.0 63.2 0.0 0.0 12.5 23.2 0.0 0.0 0.0 0.0

2. 自動車・輸送用機器・用品 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

3. カメラ・時計・精密機器 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

4. 業務用機器・事務用品 17.4 32.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.0 3.7

5. 住宅設備機器・用品 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

6. 趣味レジャー・スポーツ用品 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 6.3 3.8 7.4 20.7 0.0 0.0

7. エネルギー・原材料・建材 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

8. 医薬・衛生用品 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

9. 化粧品・トイレタリー 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 6.3 19.3 0.0 0.0 3.0 17.5

10. 食品 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 6.3 19.6 0.0 0.0 6.8 41.1

11. 飲料・嗜好品 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.0 1.0

12. ファッション・アクセサリー 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

13. 出版 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 6.3 4.3 0.0 0.0 5.9 7.8

14. 金融・保険・証券 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.7 34.5 0.0 0.0

15. 流通・小売業・商社 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

16. 不動産・建設 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

17. 交通・運輸 17.4 31.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 18.5 54.0 0.0 0.0

18. 観光・娯楽・外食 34.8 20.3 24.3 6.2 20.0 2.4 0.0 0.0 33.3 31.1 39.2 15.2

19. 放送 4.3 10.0 0.0 0.0 40.0 19.2 6.3 5.0 0.0 0.0 6.8 10.5

20. 官公庁・各種団体 8.7 3.6 40.5 7.4 20.0 1.7 31.3 4.5 3.7 2.5 16.6 4.6

21. 学校・通信教育 4.3 17.7 0.0 0.0 20.0 16.9 6.3 8.9 0.0 0.0 0.0 0.0

22. 情報・通信 8.7 3.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 25.9 17.6 3.0 0.8

23. 通信販売 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

24. 事業所サービス・対人サービス 4.3 8.9 8.1 7.3 0.0 0.0 18.8 13.4 7.4 24.3 12.8 17.4

25. 企業グループ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

26. 臨時・案内・サス 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

総計 100.0 7.8 100.0 3.4 100.0 1.6 100.0 2.7 100.0 12.6 100.0 5.2

出典：エム・アール・エス広告調査による調査データ ※左：各ユニットを１００とした場合の商品分類比率　※右：各商品分類を１００とした場合のユニット比率
 ※端数処理の関係上、合計値が合わない場合があります

JEKI MEDIA DATA



広告出稿統計

駅メディア／ SPメディア ［2022年1月～12月］（4） 単位%

出典：エム・アール・エス広告調査による調査データ ※左：各ユニットを１００とした場合の商品分類比率　※右：各商品分類を１００とした場合のユニット比率
 ※端数処理の関係上、合計値が合わない場合があります

商品大分類名称 総計 集中貼り
東京中央通路
電照デジタル
シートセット

秋葉原
デジタルシート
セット

ハチコーボード ハチコーボード２ ハチコーボード３

1. 家電・AV機器 0.9 100.0 0.0 0.0 2.7 56.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2. 自動車・輸送用機器・用品 0.3 100.0 0.0 0.0 1.8 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

3. カメラ・時計・精密機器 0.3 100.0 1.1 68.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.8 31.4

4. 業務用機器・事務用品 6.6 100.0 11.7 36.7 19.1 53.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.6 4.3 1.8 1.6

5. 住宅設備機器・用品 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

6. 趣味レジャー・スポーツ用品 6.3 100.0 6.4 21.0 0.0 0.0 2.7 2.3 8.9 30.3 5.5 6.8 10.7 10.0

7. エネルギー・原材料・建材 0.8 100.0 0.0 0.0 3.6 87.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

8. 医薬・衛生用品 1.4 100.0 0.0 0.0 5.5 72.4 0.0 0.0 1.8 27.6 0.0 0.0 0.0 0.0

9. 化粧品・トイレタリー 3.6 100.0 5.0 29.1 3.6 18.9 0.0 0.0 1.8 10.8 9.1 20.2 5.4 8.9

10. 食品 0.7 100.0 1.4 42.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.8 21.4 0.0 0.0

11. 飲料・嗜好品 6.2 100.0 1.5 4.9 12.7 37.8 0.0 0.0 10.7 37.0 3.6 4.6 3.6 3.4

12. ファッション・アクセサリー 2.8 100.0 6.6 49.7 0.0 0.0 0.0 0.0 5.4 41.4 1.8 5.2 1.8 3.8

13. 出版 5.2 100.0 8.2 33.1 0.0 0.0 8.1 8.3 3.6 14.8 7.3 11.1 5.4 6.1

14. 金融・保険・証券 1.9 100.0 2.2 24.8 5.5 54.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

15. 流通・小売業・商社 3.1 100.0 4.0 27.5 5.5 33.0 5.4 9.4 1.8 12.6 1.8 4.7 1.8 3.5

16. 不動産・建設 1.7 100.0 5.0 62.1 0.0 0.0 0.0 0.0 1.8 23.0 1.8 8.6 1.8 6.3

17. 交通・運輸 0.2 100.0 0.8 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

18. 観光・娯楽・外食 7.0 100.0 1.1 3.2 7.3 19.3 2.7 2.1 7.1 22.1 9.1 10.3 8.9 7.6

19. 放送 4.0 100.0 2.2 11.4 0.0 0.0 0.0 0.0 8.9 48.1 9.1 18.1 5.4 7.9

20. 官公庁・各種団体 2.1 100.0 1.1 10.6 0.0 0.0 5.4 13.6 3.6 36.2 0.0 0.0 3.6 10.0

21. 学校・通信教育 0.9 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.5 47.4 0.0 0.0

22. 情報・通信 31.1 100.0 24.5 16.3 23.6 14.0 73.0 12.5 23.2 16.0 32.7 8.3 21.4 4.1

23. 通信販売 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

24. 事業所サービス・対人サービス 13.1 100.0 17.2 27.3 9.1 12.8 2.7 1.1 21.4 35.2 7.3 4.4 26.8 12.1

25. 企業グループ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

26. 臨時・案内・サス 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

総計 100.0 100.0 100.0 20.8 100.0 18.4 100.0 5.3 100.0 21.5 100.0 7.9 100.0 5.9

商品大分類名称
新宿中央通路
ハーフジャック
＋（プラス）

新宿ターミナル
シート 新宿サザンボード 新宿東口

ツインシート
池袋

エスカシート７
池袋中央通路
デジタルシート
セット

池袋
オレンジロード
スペシャルシート

1. 家電・AV機器 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.9 43.2 0.0 0.0

2. 自動車・輸送用機器・用品 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

3. カメラ・時計・精密機器 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

4. 業務用機器・事務用品 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.4 2.9 0.0 0.0

5. 住宅設備機器・用品 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

6. 趣味レジャー・スポーツ用品 9.1 7.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.4 3.0 10.0 0.9

7. エネルギー・原材料・建材 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 14.3 12.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

8. 医薬・衛生用品 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

9. 化粧品・トイレタリー 4.5 6.7 0.0 0.0 15.4 5.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

10. 食品 4.5 35.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

11. 飲料・嗜好品 9.1 7.7 0.0 0.0 7.7 1.5 28.6 3.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

12. ファッション・アクセサリー 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

13. 出版 0.0 0.0 0.0 0.0 7.7 1.9 14.3 1.9 33.3 3.2 7.3 11.1 10.0 1.1

14. 金融・保険・証券 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

15. 流通・小売業・商社 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 7.1 1.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

16. 不動産・建設 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

17. 交通・運輸 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

18. 観光・娯楽・外食 0.0 0.0 100.0 2.1 15.4 2.8 14.3 1.4 0.0 0.0 19.5 22.1 0.0 0.0

19. 放送 0.0 0.0 0.0 0.0 7.7 2.4 0.0 0.0 0.0 0.0 2.4 4.8 0.0 0.0

20. 官公庁・各種団体 4.5 11.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

21. 学校・通信教育 0.0 0.0 0.0 0.0 7.7 10.5 0.0 0.0 0.0 0.0 4.9 42.1 0.0 0.0

22. 情報・通信 68.2 11.5 0.0 0.0 23.1 0.9 21.4 0.5 33.3 0.5 48.8 12.3 80.0 1.5

23. 通信販売 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

24. 事業所サービス・対人サービス 0.0 0.0 0.0 0.0 15.4 1.5 0.0 0.0 33.3 1.3 7.3 4.4 0.0 0.0

25. 企業グループ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

26. 臨時・案内・サス 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

総計 100.0 5.3 100.0 0.1 100.0 1.2 100.0 0.7 100.0 0.5 100.0 7.9 100.0 0.6

JEKI MEDIA DATA



商品大分類名称
池袋中央通路

スペシャルユーティリ
ティーシート（ＳＵＳ）

池袋南改札内
シートセット

東京駅丸の内線
連絡通路

ダブルビッグシート
池袋中央通路
アドピラー 8

池袋アゼリアロード
アドピラー 東京京葉通路シート

1. 家電・AV機器 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2. 自動車・輸送用機器・用品 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

3. カメラ・時計・精密機器 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

4. 業務用機器・事務用品 0.0 0.0 0.0 0.0 8.3 1.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

5. 住宅設備機器・用品 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

6. 趣味レジャー・スポーツ用品 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 6.1 50.0 3.8 100.0 4.5 14.6 3.8

7. エネルギー・原材料・建材 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

8. 医薬・衛生用品 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

9. 化粧品・トイレタリー 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

10. 食品 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

11. 飲料・嗜好品 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

12. ファッション・アクセサリー 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

13. 出版 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 7.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

14. 金融・保険・証券 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 23.6 20.9

15. 流通・小売業・商社 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 7.8 0.0 0.0 0.0 0.0

16. 不動産・建設 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

17. 交通・運輸 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

18. 観光・娯楽・外食 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 30.3 7.2

19. 放送 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0 7.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

20. 官公庁・各種団体 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 23.6 18.3

21. 学校・通信教育 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

22. 情報・通信 100.0 0.8 100.0 0.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 7.9 0.4

23. 通信販売 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

24. 事業所サービス・対人サービス 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

25. 企業グループ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

26. 臨時・案内・サス 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

総計 100.0 0.3 100.0 0.1 100.0 1.1 100.0 0.5 100.0 0.3 100.0 1.6

広告出稿統計

駅メディア／ SPメディア ［2022年1月～12月］（4） 単位%

駅メディア／サインボードセット ［2022年1月～12月］（5）

出典：エム・アール・エス広告調査による調査データ ※左：各ユニットを１００とした場合の商品分類比率　※右：各商品分類を１００とした場合のユニット比率
 ※端数処理の関係上、合計値が合わない場合があります

単位%

商品大分類名称 総計
山手

ステーション
セットボード

New山手
ステーション
セットボード

山手
セットボード

首都圏
セットボード

ビッグ山手
８セットボード

東京駅 14面
セットボード

東京駅京葉
ギャラリー
セットボード

1. 家電・AV機器 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2. 自動車・輸送用機器・用品 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

3. カメラ・時計・精密機器 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

4. 業務用機器・事務用品 5.2 100.0 7.7 33.3 8.3 40.0 4.9 26.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

5. 住宅設備機器・用品 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

6. 趣味レジャー・スポーツ用品 33.7 100.0 15.4 10.3 8.3 6.2 95.1 80.4 0.0 0.0 9.1 3.1 0.0 0.0 0.0 0.0

7. エネルギー・原材料・建材 1.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 9.1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

8. 医薬・衛生用品 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

9. 化粧品・トイレタリー 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

10. 食品 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

11. 飲料・嗜好品 4.2 100.0 0.0 0.0 16.7 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

12. ファッション・アクセサリー 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

13. 出版 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

14. 金融・保険・証券 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

15. 流通・小売業・商社 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

16. 不動産・建設 4.1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0

17. 交通・運輸 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

18. 観光・娯楽・外食 11.8 100.0 23.1 44.1 16.7 35.3 0.0 0.0 100.0 20.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

19. 放送 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

20. 官公庁・各種団体 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

21. 学校・通信教育 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

22. 情報・通信 32.0 100.0 46.2 32.6 41.7 32.6 0.0 0.0 0.0 0.0 45.5 16.3 0.0 0.0 100.0 18.4

23. 通信販売 1.7 100.0 7.7 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

24. 事業所サービス・対人サービス 6.3 100.0 0.0 0.0 8.3 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 36.4 66.7 0.0 0.0 0.0 0.0

25. 企業グループ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

26. 臨時・案内・サス 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

総計 100.0 100.0 100.0 22.6 100.0 25.0 100.0 28.5 100.0 2.4 100.0 11.5 100.0 4.1 100.0 5.9

JEKI MEDIA DATA



商品大分類一覧表

商品大分類 概要

1. 家電･AV機器 家電・AVメーカー企業広告、家電製品、音響映像製品、照明器具、電気美容・医療器具など

2. 自動車･輸送用機器･用品 自動車・輸送用メーカー企業広告、自動車、オートバイ、自転車、航空機、船舶、タイヤ、自動車部品、
カー AV・ナビシステムなど

3. カメラ･時計･精密機器 カメラ・時計・精密機器メーカー企業広告、カメラ、デジタルカメラ、フィルム、写真用品、時計など

4. 業務用機器･事務用品 業務用機器・事務用品メーカー企業広告、事務機器、パソコン・プリンタ等の電子機器、
電話・携帯電話等の通信機器、産業用機械など

5. 住宅設備機器･用品 住宅設備機器・用品メーカー企業広告、ガス・石油機器、セントラルヒーティング、家具、浴槽、台所用品など

6. 趣味レジャー･スポーツ用品 趣味レジャー・スポーツ用品メーカー企業広告、楽器、音響映像ソフト、ゲームソフト、園芸用品、ペット用品、
スポーツ用品など

7. エネルギー･原材料･建材 エネルギー・原材料・建材メーカー企業広告、石油・電力・ガス等のエネルギー類、化学原材料、建具・建材類など

8. 医薬･衛生用品 医薬・衛生用品メーカー企業広告、医薬品、薬剤、生理用品、紙オムツ、衛生用品、健康管理用品など

9. 化粧品･トイレタリー 化粧品・トイレタリーメーカー企業広告、基礎・メークアップ化粧品、頭髪用化粧品、男性化粧品、香水、
歯磨、口中製品、石鹸、洗剤など

10. 食品 食品メーカー企業広告、調味料、油脂製品、乳製品、菓子、パン、穀類、麺類、調理済・冷凍食品、水産、畜産製品、
健康食品、加工食品など

11. 飲料･嗜好品 飲料・嗜好品メーカー企業広告、アルコール飲料、清涼飲料、牛乳、乳酸飲料、豆乳、嗜好飲料、タバコなど

12. ファッション･アクセサリー ファッション・アクセサリーメーカー企業広告、原糸、原反、衣料品、衣料小物、和装品、寝具、靴、バッグ、
ジュエリーなど

13. 出版 出版メーカー企業広告、書籍、雑誌、新聞、地図、カレンダーなど

14. 金融･保険･証券 銀行、保険、証券、消費者金融、クレジット、商品取引など

15. 流通･小売業･商社 百貨店（日本百貨店協会加盟店）、月賦百貨店、量販店、ショッピングセンター、コンビニエンスストア、
スーパー、小売店、商社など

16. 不動産･建設 不動産・建設会社企業広告、土地、建物、プレハブ・規格型住宅、シルバーケアホーム、仲介、テナントなど

17. 交通･運輸 航空、海運、電鉄、バス、貨物など

18. 観光･娯楽･外食 旅行業、観光団体、ホテル、レストラン、式場、遊園地、スポーツ施設、映画、演劇、宝くじなど

19. 放送 テレビ・ラジオ番組

20. 官公庁･各種団体 官庁、地方自治体、外国官庁（観光局のぞく）、政治、宗教、各種団体など

21. 学校･通信教育 学校、専修学校、大学・短大、通信教育、学習塾・予備校など

22. 情報･通信 電話・携帯電話等の移動体通信サービス、インターネットサイト、情報通信サービス業など

23. 通信販売 通信販売業

24. 事業所サービス･対人サービス 広告代理店、警備会社、リース会社、人材派遣などの専門サービス業、病院、美容院、エステ、レンタカー会社、
結婚相談所などの対人サービス業

25. 企業グループ 企業グループ、分類不能広告

26. 臨時･案内･サス 臨時、案内広告（新聞）、サス（テレビ、ラジオ）

出典:エム･アール･エス広告調査（株）｢MRS広告統計マスターブック｣
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